
２．アセスメントシートについて



要配慮者へのアセスメント

連携相手 ・行政
・保健師、医療チーム、看護師チーム
・ＪＲＡＴ
・NPO等

連携のきっかけ ・保健医療調整会議
・避難所内ミーティング等
・避難所MAPの活用

連携のメリット ・アセスメントの重複を減らすことができる
・専門領域ごとの役割の分担
・限られたマンパワーでの支援の効果的な分散化
・複数課題を抱える要配慮者への支援力強化
・保健師の様式をベースにすることで、聴き取り
にかかる避難者の負担を減らす
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■リストとマップで情報共有

避難者リストの一覧に加え避難所内をマッピングした物を

行政と派遣チームで共有して使用。

・視覚化されており引継ぎも容易。

・重複して質問することもない。

コード（配置場所）

氏名

保・ 医 ・ 福 ・他

決・申・未

体育館

今後の行先

自宅
アパート
仮設住宅
市営住宅
みなし仮設
未定

今後についての進捗状況

決定・申請中・未定

自・ア・仮・市・み・未

支援の状態

保健分野
医療分野
福祉分野
その他

＊今回、追加
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●ラピッドアセスメントシート（OCR対応様式）について

★令和元年度医療･保健･福祉と防災の連携に関する作業グループ議論の取りまとめ

（令和2年5月7日付 事務連絡）

(1)医療･保健･福祉関係者による分野横断的な

 情報連携の在り方

 ①被災者に関するアセスメント調査票

 ②避難所に関するアセスメント調査票

（ラピッドアセスメントシート）

(2)ICTを活用した要支援避難者の迅速的･

 包括的な情報把握システム

(3)平時における医療･保健･福祉の連携体制の

 構築に関する好事例



（参考）被災者アセスメント調査票 … (1)の①



★メインの避難所アセスメントシート（災害時の健康活動推進マニュアルより）



★メインの避難者アセスメントシート（災害時の健康活動推進マニュアルより）



＋

避難所日報

健康相談票

ラピッドアセス

被災者アセス

★各種様式と役割の違い等の整理

避
難
所

避
難
者

初動期・立上期 運営期～転換期～閉所期 ～閉所に向けて…

ポイント②
「健康相談票」で
不足する住居情報を
含めた被災者の生活
情報を補う調査票

ポイント①
避難所の概要をわかる範囲で
読み取り、支援チームの配置等
を早期に検討する際等に使用。
その後は、避難所日報、健康相
談票を活用する。
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